




  名称 検査項目 検査時間 説明 

神
経 

・ 

筋
検
査 

筋電図検査 

筋電図 針筋電図 1筋につき10分 

筋肉に針電極を刺入し、筋肉内の電
気活動を記録する検査です。症状
の原因が神経か筋肉なのか、病態
が慢性なのか進行性なのかといっ
た診断に用います。（針の刺入は医
師が行います。） 

誘発筋電図 神経伝導検査（NCS） 20～50分* 

末梢の感覚神経・運動神経を電気刺
激することで、その反応を筋肉や
神経上から記録します。末梢神経の
機能を評価する検査です。 

中枢神経 
磁気刺激による 
誘発筋電図 

磁気刺激（MEP） 20～40分* 

頭皮上から大脳運動野を磁気刺激
することで得られた筋反応を記録
します。中枢から末梢までの運動神
経の伝導状態を評価します。（心臓
にペースメーカーを装着している
場合は検査できません。） 

脳
波
検
査
等 

 脳誘発 
 電位検査 

体性感覚 
 誘発電位 

上肢SSEP 
下肢SEP 

40～60分 

末梢神経（手や足）を電気刺激して、
大脳皮質感覚野（手足の感覚を認
識するところ）の電位を記録します。
末梢から中枢までの感覚神経の伝
導状態を評価する検査です。 

視覚誘発電位 視覚誘発電位（VEP） 20～40分 
視覚刺激を与え、網膜から大脳皮質
視覚野に至るまでの視覚伝導路の
機能を評価します。 

聴性誘発 
 反応検査 

聴性脳幹反応（ABR） 20～40分 
耳から音刺激を与えて、蝸牛神経か
ら脳幹部で生じた電位を記録し、聴
覚伝導路の機能評価します。 

脳波検査 脳波 60～80分 

活動に伴って、脳が発している非常
に微弱な電気を頭皮上で記録しま
す。脳の機能障害（てんかん、意識
障害など）の有無を検査します。 

＊調べる神経の数で異なります。 









 


